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平成 2年

2月号

隆 光くん
(相 内小 04年 )

に育ってほ しいです。 小野寺留治 さん (73歳 )

おじいちやん
からの

ひとこと

ぼ
＜
の
お
ど
は
、
頭
ガ
は
げ
て
い
る
け
れ
ど
、
七
十
三
オ
に
し
て

は
、
こ
し
が
曲
ら
ず
背
が
高
く
て
、
ち
よ
っ
び
り
か
っ
こ
い
い
お
ど

で
す
。
ぼ
＜
の
あ
ど
は
、
子
牛
を
育
て
て
い
ま
す
。
お
ど
は
、
朝
ぼ
＜
ガ

起
き
る
と
牛
に
、
え
さ
を
や
り
ま
す
。
ぼ
＜
も
学
校
か
ら
帰
る
と
、

牛
に
え
さ
を
や
っ
て
、
あ
ど
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

「
牛
お
が
っ
た
な
あ
」。
と
き
＜
と
、　
ヨ
フ
も
っ
と
お
が
る
だ
ね
」。
と

う
れ
し
そ
う
に
、
言
い
ま
す
。

あ
ど
は
、
ぼ
＜
と
将
槙
を
し
て
く
れ
ま
す
。
最
初
に
始
め
た
こ
ろ

は
、
ぼ
＜
は
負
け
て
ば
か
り
い
た
の
に
、
今
で
は
あ
ど
は
、
ぼ
＜
に

新
し
い
わ
ざ
を
教
え
て
＜
れ
る
将
模
の
先
生
で
す
。

お
ど
は
、
将
棋
の
と
き
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
て
時
間
ガ
た
つ
と
、

ロ
ガ
痛
＜
な
る
の
に
、
お
ど
は
ロ
ガ
痛
い
の
を
ガ
ま
ん
し
て
、
将
槙

を
し
て
＜
れ
ま
す
。

あ
ど
は
ぼ
＜
か
ら
見
て
、
生
き
字
引
の
よ
う
な
人
で
す
。
や
さ
し

＜
て
な
ん
で
も
た
よ
れ
る
い
い
お
ど
で
す
。
ぼ
＜
は
こ
ん
な
お
ど
ガ

い
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
だ
ま
だ
元

気
で
、
長
生
き
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今Ro主な記事
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東京ドーム・ふるさとフエア'90

約 30万人の入場でにきわう

青森県代表「安倍・安東氏展」を出展

も

、

竹

下

元

首

相

、

渡

部

恒

三

白

う
ま
く
で
き
る
か
な

保

育

所
園

児

が

「も
や
焼
」
に
挑
戦



(3)広 報ιチら

痛くない治療に

心がけています

歯

科

医

師

浅

理

克

己

先

生

の

後

　

　

自

分

た

ち

の
持

っ
て

い
る

も

の
を

任

と

し

て

、

昨

年

八

月

着

任

し

た

　

　

活

用

し

た

地

域

づ

く

り

に

は

、

市

林

宗

輝

医

師

も

、

市

浦

診

療

所

に

　

　

浦

の
人

た

ち

の
文

化

の
高

さ

を

感

勤

務

し

て

六

カ

月

に

な

り

ま

し

た

。
　

し

て

い
ま

す

　

ピ

広

報

し

う

ら

編

集

室

で

は

、

林

　

　

　

林

宗

輝

医

師

は

、

六

ヵ
月

間

過

先

生

の

近

況

を

訪

ね

て

み

ま

し

た

。
　

ご
し

て

き

た

市

浦

の
印

象

を

こ

の

学
部
卒
業
後
、
台
北
市
麟
祥
歯
科

林 宗 輝医師

趣味・音楽、映画鑑賞

お酒は付き合い程度

酔うほどにカラオケも′

王静之夫人と二人暮らし

饉

■

１二言7盪 :手

'直

 11∫主主



広報ιチろ11)

超
高
齢
社
会
と

福
祉
へ
の
道
を
探
る
④

北
欧
四
ヶ
国
の
福
祉
視
察
団
同
行
記
　
市
浦
村
総
務
課
長
　
一口同

一強

　

睦̈
　
一二

家
庭
的

ム
■
ド

の

一
．　

病

一
室
一
で

家
庭

〓７，
ム
ー
ド
う

ヽ
り
に
努
め
´
ヽ
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う

に
西

欧

志

向

が

増

大

し

て

い
く

る

よ
う

だ

。

な

ぜ

な

ら

、

民

族

問

い
も

の
が

あ

り

、
（注

、
昨

年

九

月

現

在

）

東

欧

諸

国

の
経

済

改

革

も

ま

た
有

事

の
際

、
敵

の
核

攻

撃

地

下

避

難

室

）
建

設

を

進

め

、

既

に

五

百

万

人

分

の

収

容

能

力

を

確

ま

で

あ

る

豪

華

客

船

で
、

ス
ト

ッ

ク

ホ

ル

ム
を

夕

方

に
出

航

し

、

十

る
。

船

と

い
う

よ

り

は

一
大

社

交

食

べ
な

が

ら

白

波

の

パ

ル
ト

海

を

た

。

船

旅

は

ひ

と

と

き

の
安

ら

ぎ

頃

、

日
本

を

脱

出

し

て

現

地

で
貿

人

男

性

で
あ

る
。

で
あ

り

、

他

の
三

国

と

は

民

族

も

位
で
あ
る
。
ま
た
サ
マ
ー
タ
イ
ム

政
治
形
態
は
王
室
を
持
つ
他
の

北
欧
三
ヶ
国
と
は
違

っ
て
任
期
六

産

業

は

製

材

、

家

具

な

ど
木

材

関

係

産

業

及

び

機

械

や

造

船

も

盛

ん

レ
写
真
　
パ
ル
ト
海
の
乙
女
と

い
わ
れ
る
豪
華
客
船

で
あ

る
。

大

型

の
砕

氷

船

が

何

隻

も

停

泊

し

て

い
る

光

景

は

、

や

は

り

北

極

の
街

だ

な

ァ

と

再

認

識

さ

マ
ー

ケ

ッ
ト

広

場

の
見

学

を

希

ン
ー

の
写

真

を

撮

る

と

お
金

を

と

リ

ン
ゴ

は

日
本

の
す

も

も

位

の

土

地

柄

毛

皮

類

は
大

変

安

く

、

豊

富

で
あ

っ
た
。

サ

ガ

ミ

ン
ク

が

世

を

、　

ヘ
ル

ン
ン
キ

に
来

て
初

め

て

ン
ョ

ッ
ピ

ン
グ

街

に

な

っ
て
居

り

食

料

品

か

ら

衣

類

、

季

節

の
花

ま

で
総

し

て
豊

富

で

、

チ

ェ

ル
ノ

ブ

吸

っ
て
育

っ
た

食

べ
物

に

は

高

い

ヘ
ル

シ

ン
キ

は

、

建

物

の
面

積

を

市

の
面

積

の
二

十

五

％

以

内

に

と

い
う

都

市

計

画

に
基

づ

い
て

つ

く

』

れ

た

街

だ

け

に

、
緑

が

多

く

街

全

体

が

公

園

の
よ

う

に
思

わ

れ

は

抜

群

で
あ

り

、

日
本

の
よ

う

な

防

雪

棚

や

自

動

販

売

機

は

ど

こ

に

い
て
も

年

収

や

結

婚

の
有

無

、

義

防

ぐ

た

め

最

高

速

度

を

二

十

ｋｍ
グ

も

大

陸

人

ら

し

く

合

理

的

な

と

こ

百

万

円

も

す

る

そ

う

で
、

経

済

性

た
め
か
老
人
の
表
情
も
穏
や
か
で
、

―
―

―

―

◆

―
―
―
―
―

（次
号
に
つ
づ
く
）
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高
丸
と
継
人

す
。
二
人
と
も
宝
亀
年
間

（七

字
年
間

（七
五
七
～
六
四
）
頃

の
人
で
す
の
で
、
長
国
と
年
代

>17く

あ

漁

久
の
４

２
ｏ

羽
州
ノ
鎮
秋
将
軍
卜
為
ル
」
、

「安
藤
系
図
』
に
は

「小
島
」

人
」
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

嚇
紹

ら
善
い
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る

訪
大
明
神
絵
詞
』
の
時
の
事
件

は
、
安
藤
季
長
ら
が
幕
府
に
対

抗
し
て
い
る
記
事
な
の
で
、
そ

の
先
祖
の

「高
丸
」
も
よ
く
書

で
も
、

「
羽
州
ノ
鎮
秋
将
軍
」

と
い
わ
れ
た
人
物
で
す
か
ら
大

し
た
勇
士
で
あ
っ
た
も
の
で
し

ょ
う
。

「
羽
州
」
は
現
在
の
秋

実
季
の
系
図
探
究

津
軽
安
倍

・
安
藤
氏

の
後
胤
と

幕
府

に
よ

っ
て
現
在

の
二
重
県

朝
熊

に
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
自

い
ろ

い
ろ
と
苦
心
し

て
万
治
元

ま
す
。

こ
れ
ら

の
人
物
が
果
た

し
て
自
分

の
先
祖

で
あ

っ
た
か

ち
ょ

っ
と
申
し
上
げ
た
鎮
秋
将

い
覚
え
が
ご
ざ

い
ま
す
。
続

日

て
い
ま
す
。
秋
田
城
介
と
い
う

と
あ
り
ま
す
。

（中
略
）
わ
れ

等
家
の
系
図
に
、
安
日
朝
敵
に

て
遠
流
に
候
。
数
百
年
過
ぎ
て

た
る
故
、
勅
免

（天
皇
か
ら
罪

を
許
さ
れ
る
こ
と
）
し
て
北
国

は
次
第
能
く
合
ひ
申
し
候
か
ピ

て
、

「
と
に
か
く
こ
の
安
倍
家

丸
の
元
祖
が
他
家
に
な
け
れ
ば
、

う
人
に
当
た
り
ま
す
」。
と
結
ん

の
で
す
。
戸
籍
を
調
べ
た
り
、

他
の
文
書
に
当
た
っ
て
み
た
り
、

庚
申
塚
の
建
立
者
を
調
べ
た
り
、

家
紋
を
研
究
し
た
り
し
て
よ
う

も
い
る
の
で
す
。
実
季
の

「
秋

の
人
物
も
あ
っ
た
こ
と
を
頭
に
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け)広 報ι多ら

す
こ
や
か
日
記

中
井
育
二
さ
ん
（十
三
）

二
女

華
恵
ち
ゃ
ん

（
六

歳

）

今

年

の

四

月

に
小

学

校

へ
入

学

国民年金の保険料が
4月分から変わります

平成2年度入学生募集
―県立弘前高校通信制―

自動車の名義変更・廃車

手続・車検はお早めにH

交通災害共済に

カロ入しましよう

共済見舞金の額

第
８４
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
定

試
験
が
二
月
十
七
日
午
後

一
時
か

ら
各
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ

▽

二
級

　

成

田
恵

、

成

田

麻

美

⌒
辻

分

珠

算

塾

）

▽

三
級

　

白

川

歩

、

大

田
弥

千

恵

（
辻

分

珠

算

塾

）

静

果

（
辻

分

珠

算

塾

）

▽

五
級

　

葛

西

真

也

⌒
辻

分

珠

算

塾

）

白

川

恵

⌒
浦

田
塾

）

▽

六
級

　

成

田

晃

樹

（
辻

分

珠

算

塾

）
村

上

こ
ず

え

、

相

坂

友

人

⌒
辻

分

珠

算

塾

）

▽

七

級

　

一二
和

沙

織

、

三

上

貴

宏

、

大

田

麻

美

、

木

津

谷

茜

、

成

田
和

友

（
辻

分

珠

算

塾

）
相

川

さ

ゆ

り

、

梶

浦

美

彩

子

、

相

川

潔

考

亀

田
幸

季

⌒
浦

田
塾

）

▽

八

級

　

安

保

多

枝

子

、

三

和

留

美

子

、

大

沢

巧

、

小

田
桐

恭

子

（
辻

分

珠

算

塾

）

秋

田

圭

美

（
浦

田
塾

）
鳴

海

玲

奈

⌒
相

内

小

）

▽
十

級

　

松

橋

弘

祐

、

工
藤

敏

幸

（
浦

田

塾

）
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健
康
意
識
調
査
か
ら
０

当
村
は
、
短
命
県
返
上
を
目
指

す
生
き
生
き
健
康
県
民
運
動
の
推

進
市
町
村
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

本
事
業
の

一
貫
と
し
て
昨
年
の
十

一
月
に

「健
康
意
識
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
そ
の
結
果
が
得
ら
れ
た
の

で
報
告
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
健
康
保

持
増
進
に
結
び
つ
く
よ
う
な
運
動

を
、
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
て
い
き

輻
蝠
輻
蒻

市
浦
村
全
世
帯

一
〇
五
〇
世
帯

の
う
ち
、
通
年
出
稼
ざ
と
長
期
不

在
七
六
世
帯
を
除
く
九
七
四
世
帯

を
調
査
し
た
。

躙
躙
渕
財

保
健
協
力
委
員
の
個
別
訪
間
に

調
査
項
目
は
、
県
で
作
成
し
た

生
き
生
き
健
康
県
民
運
動
健
康
意

躙

鱚

鰺

吻

①

回
収

で
き
た
調
査
票
は
、
九
七

四
枚
配
布
中
六
七
三
枚
で
六
九

・

一
％

の
回
収
率

で
あ
る
。

②

回
答
者
別

で
は
、
主
婦
七
〇

・

三
％
、
そ

の
他
三

・
四
％

で
、
記

③

回
答
者

の
年
齢
別

で
は
、
四
〇

～
五
九
歳
が
最
も
多
く
、
次

い
で

二
〇
～
二
九
歳
、
六
〇
歳
以
上

の

順

で
あ
る
。

（
図
１
）

④
生
き
生
き
健
康
県
民
運
動
を
知

い
。

（
図
２

・
３
）

⑤
食
事
に
関
し
て
は
、
何
ら
か
の

し

て

い
る

が

最

も

多

く

、

減

塩

思

想
が
普
及
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

魚
、
肉
、
大
豆
、
乳
製
品
、
野

菜
、
海
草
類
、
牛
乳
な
ど
は
、
毎

日
摂
取
す
る
人
が
約
半
数
で
あ

っ

ま
た
、
年
齢
が
高
く
な
る
程
、

各
項
目
で
注
意
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

（図
４
）

⑥
運
動
や
休
養
の
た
め
の
心
が
け

え
て
い
る
人
は
、
比
較
的
若
い
層

に
多
く
、
育
児
や
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

等
は
年
齢
と
比
例
し
て
、
自
ら
の

健
康
を
守
る
た
め
に
努
力
し
て
い

そ
の
他
は
、
早
寝
早
起
き
、
薪

割
り
、
自
転
車
乗
り
、
ぶ
ら
さ
が

り
健
康
機
を
利
用
し
て
い
る
な
ど

で
あ
る
。
高
齢
者
で
は
、
家
庭
菜

園
等
で
適
度
な
労
働
を
し
て
い
る
。

（図
５
）

⑦
検
診
の
状
況
で
は
、　
一
年
に

一

回
検
診
を
受
け
て
い
る
と
答
え
た

人
は
多
い
が
、
検
診
の
内
容
や
回

数
ま
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
で

は
把
握
で
き
な
か
っ
た
。

毎
年
受
診
し
て
い
る
人
と
、
と

き
ど
き
受
診
し
て
い
る
人
を
合
わ

せ
る
と
高
い
受
診
率
を
示
し
て
い

こ
と
が
な
い
と
答
え
た
人
が
若
い
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代
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く
み
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れ
、
健
康
確
認

た
ち
に
も
受
診
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。
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図-4食 事で気を付けていること

図-5運 動や休養のため心がけて

図-6検 診を受けるよう心がけて   図-2 生き生き健康県民運動を 図-1 回答者の年代
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